
 

引渡し訓練へのご協力ありがとうございました 

先日は、緊急時引き渡し訓練にご協力いただき、ありがとうございました。今回の訓練は、大雨等により

通常の下校が難しい状況を想定し、全学年を体育館に集約して保護者の皆様へ引き渡す形で実施しまし

た。訓練後のアンケートでは、「教室まで行かずに済み、分かりやすくスムーズだった」「兄弟姉妹を一か所で

引き取ることができて助かった」など、多くの温かいご意見をいただきました。ご協力に心より感謝申し上

げます。※本アンケートは 6月 5日を締切としており、本資料は現時点（33件）での一次集約となります。今後の集約結果も踏まえ、整理していきます。 
 

【いただいたご意見と今後の改善】 

一方で、「学年や学級の場所が分かりにくかった」「待機時間や暑さへの配慮が必要」「雨天時の出入口や

動線について工夫が必要」「引き渡し時の確認をより丁寧にした方がよい」など、今後の改善につながる貴

重なご意見もいただきました。 

また、「実際の災害時には一斉に迎えに来ることが想定される」「指示された動線を守ることの大切さを

感じた」「徒歩や自転車での来校も考える必要がある」「車の安全な運転や周辺への配慮が必要である」な

ど、保護者の皆様ご自身の行動についての気づきも寄せられました。災害時には、学校の対応だけでなく、

一人一人の冷静な行動や周囲への配慮が、子どもたちの安全を大きく左右します。 

学校としては、「子どもたちの命を確実に守る」という視点から必要な改善点を整理致します。具体的に

は、体育館内での学年・学級表示の工夫、待機が長くなる場合の環境改善や水分補給、空調のある場所へ

の移動、児童引き渡し時の確認方法、雨天時の動線などについて、職員間で検討を進めてまいります。 

また、今回の訓練では、交通安全協会の方々が訓練の実施を「すぐーる」で知り、自主的に校門付近で車

両誘導など安全管理に関わってくださる場面がありました。災害時には学校だけでなく、保護者・地域の皆

様と連携して対応することが、子どもたちの安全を守る大きな力になります。ご協力に感謝申し上げます。 

 

【実際の災害時の対応について】 

訓練ではお迎えが困難な児童は一斉下校としましたが、実際の災害時には最後の一人まで学校で安全に

管理し、確実に保護者の皆様へ引き渡すことが大前提です。そのため、状況に応じて待機場所や方法を柔

軟に判断してまいります。なお、今回は大雨を想定しましたが、地震や不審者事案など、災害の内容によっ

て、待機場所や引き渡し方法は異なります。緊急時には、状況に応じて学校からの連絡を行いますので、日

頃から「すぐーる」の通知内容にご留意いただけますようお願いいたします。 

今回の訓練で見えた成果と課題をもとに、より安全で実効性の高い引き渡し体制づくりに取り組んでま

いります。今後とも、子どもたちの安全・安心を守る取組へのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

～1年生プール開き！～ 

体育館で安全指導と体操を行った後、５・

６年生がきれいにしてくれたプールへ。初め

ての水泳学習に少し緊張しながらも、いよい

よ水慣れに。次はよい天気のもとで、ゆっく

り活動できることを楽しみにしています。 
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